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秘匿同時通信（PSM）とは、情報理論的安全な秘密計算の⼀種であり、共有乱数かつ1ラウンド通
信という特徴を持つものである。PSMプロトコルの研究において、通信量の上界及び下界を求める
ことは重要な問題である。⼀般の関数の場合、通信量の既存の上界は⼊⼒⻑について指数的である
⼀⽅で、既存の下界は⼊⼒⻑について線形的であり、その指数的なギャップを埋めることは未解決
問題である。本研究では、具体的な関数に対して通信量の上界と下界を与えた。下界に関しては、
PSMプロトコルを抽象単体複体とみなすことによる組合せ論的⼿法を提案し、これによって、AND
関数、Equality関数、多数決関数、⼤⼩⽐較関数、有限群/環上の積演算に対して、通信量の下界が
得られる。特に、3ビットEquality関数、3ビット多数決関数、2ビット⼊⼒1ビット出⼒の任意関
数、有限群上の積演算に対しては、最適な通信量のプロトコルを構成/特定できた。本成果は、国内
最⼤級の暗号理論の会議である、暗号と情報セキュリティシンポジウム（SCIS2023）において発
表予定である。また、国際学会および英語論⽂誌への投稿も計画中である。
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